
ま 

ず 

は 

認 

知 

能 

力 

さ 

ら 

に 

非 

認 

知 

能 

力

　

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
Ｇ
Ｗ
も
終
わ
っ
て
、
6
月
は

中
学
、
高
校
で
定
期
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
テ
ス
ト
に

向
け
て
し
っ
か
り
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
中
3
生
の
み
ん
な
は
、
令
和
5
年
度
の
公
立
高
校
入

試
は
3
月
2
日()

で
、
入
試
ま
で
は
9
ヶ
月
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

　

さ
ら
に
は
、
新
指
導
要
領
に
よ
っ
て
入
試
の
難
易
度
が
増

し
て
い
ま
す
。
読
解
力
や
発
想
力
、
表
現
力
が
重
要
視
さ
れ

る
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
単
に
知
識
を
暗
記
す
る
だ
け
で

は
対
応
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
そ
れ
ら
を
意
識
し
、
明
確
な
目
標
を
持
っ
て
志

望
校
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
つ
重
要
な
要
素
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

最
近
ず
ー
っ
と
言
っ
て
き
て
い
る
世
界
的
に
も
大
変
注
目
さ

れ
て
い
る
「
非
認
知
能
力
」
で
す
。

で
は
、
認
知
能
力
と
非
認
知
能
力
は
ど
の
よ
う
に
違
う
の
で

し
ょ
う
。

　

認
知
能
力
は
、
い
わ
ゆ
る
読
み
書
き
や
計
算
な
ど
の
学
力

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水
休
塾

★
美
原
定
期

★
遠
矢
定
期

休
塾

★
遠
矢
3
年
学
力　

★
景
雲
・
青
陵
定
期

★
景
雲
定
期  

◆
附
属
3
年
宿
研
（
～
17
）

休
塾

★
富
原
1
・
2
年
定
期

★
附
属
定
期　
◆
美
原
2
年
宿
研　

◆
富
原
3
年
修
学
旅
行
（
～
9
）

休
塾

★
富
原
3
年
定
期　

東
・
江
南
・
湖
陵
定
期
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学
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在
籍
す
る
生
徒
の
所
属
校

小
学
校　

昭
和
・
愛
国
・
芦
野

中
学
校　

青
陵
・
美
原
・
景
雲･

附
属･

富
原
・
遠
矢

高　

校　

湖
陵
・
江
南･

東
・
高
専

ストップ  過 保 護・過 干 渉 ！

運
動
能
力
な
ど
、
試
験
や
テ
ス
ト
で
計
測
し
や
す
い
の
が
特

宇 

宙 

ビ 

ジ 

ネ 

ス 

の 

将 

来 

語 

る 

！

　
　
　
　

           　

釧 

路 

高 

専 

で 

堀 

江 

氏

　

釧
路
工
業
高
等
専
門
学
校
で
7
日
、
十
勝
管
内
大
樹
町
を

拠
点
に
民
間
の
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
を
行
う
イ
ン
タ
ー
ス
テ
ラ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ズ
の
創
業
者
、
堀
江
貴
文
氏
が
「
こ
れ
か
ら
の
宇

宙
ビ
ジ
ネ
ス
と
キ
ャ
リ
ア
一
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

「
堀
江
氏
は
、参
加
し
た
同
校
の
学
生
約
１
５
０
人
に
向
か
っ

て
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
の
将
来
性
に
つ
い
て
語
り
、
一
緒
に
働
く

仲
間
を
待
っ
て
い
る
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　

堀
江
氏
は
、
ロ
シ
ア
に
侵
攻
さ
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
善
戦

し
て
い
る
理
由
と
し
て
、
米
国
の
実
業
家
イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス

ク
氏
率
い
る
ス
ペ
ー
ス
Ｘ
社
が
提
供
す
る
衛
星
通
信
シ
ス
テ

ム
「
ス
タ
ー
リ
ン
ク
」
が
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と

を
挙
げ
、
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
の
重
要
性
を
強
調
し
た
一
方
、
マ

ス
ク
氏
の
テ
ス
ラ
な
ど
が
リ
ー
ド
す
る
Ｅ
Ｖ（
電
気
自
動
車
）

は
エ
ン
ジ
ン
が
な
く
部
品
点
数
が
少
な
く
済
む
た
め
、
日
本

の
製
造
業
を
支
え
て
い
た
部
品
供
給
網
が
存
亡
の
危
機
に
あ

る
と
し
て
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
維
持
す
る
た
め
に
も
ロ

ケ
ッ
ト
が
産
業
必
要
要
だ
と
指
摘
。「
私
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
始
め
た
頃
は
学
術
用
に
し
か
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た

が
、
今
や
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
宇
宙
産
業
も
そ
の

よ
う
に
な
っ
て
い
く
は
ず
」
と
語
っ
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ス
テ
ラ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ズ
社
の
「
М
Ｏ
М
Ｏ
」
は

２
０
１
９
年
に
日
本
の
民
間
ロ
ケ
ッ
ト
と
し
て
初
め
て
宇
宙

空
間
に
到
達
し
た
が
、
現
在
は
超
小
型
衛
星
打
ち
上
げ
ロ

ケ
ッ
ト
「
Z
Ｅ
Ｒ
Ｏ
」
を
開
発
中
。

　

堀
江
氏
は
「
道
東
を
拠
点
に
工
場
を
増
設
す
る
が
、
そ
の

た
め
に
は

人
が
足
り

な
い
。
高

専
の
皆
さ

ん
が
学
ん

で
い
る
こ

と
は
ロ

ケ
ッ
ト
に

必
要
な
技

術
。

ロ
ケ
ッ
ト

の
製
造
に

一
か
ら
関

わ
れ
る

チ
ャ
ン

ス
」
と
述

べ
た
。

　

講
演
会

に
は
釧
路

市
出
身
で
同
高
専
を
卒
業
後
、
20
年
に
イ
ン
タ
ー
ス
テ
ラ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ズ
社
に
入
社
し
た
山
口
蒔
史
さ
ん
（
23
）
も
参
加
。

同
社
の
事
業
内
容
を
説
明
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

釧
路
新
聞
4
月
8
日

全
国
に
57
校
し
か
な
い
高
専
、
男
子
は
目
指
し
て
下
さ
い
！

携 帯・スマホ 持ち込み禁止 ！ マスク、手洗い、消毒を！

◆ ふ だ ん の 学 習 の よ う す ◆

　

コ
ロ
ナ
感
染
も
概
ね
収
ま
っ
て
き
た
よ
う
で
、
様
々
な
学

校
行
事
や
中
体
連
、
高
体
連
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
も
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

6
月
は
修
学
旅
行
や
宿
泊
研
修
も
あ
り
ま
す
が
、
新
学
年

最
初
の
定
期
テ
ス
ト
で
す
。

　

定
期
テ
ス
ト
は
、
い
ま
学
習
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
理
解
度

が
問
わ
れ
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
で
つ
ま
ず
か
な
い
よ
う
に
テ
ス

ト
範
囲
の
勉
強
を
家
庭
で
も
し
っ
か
り
や
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
7
月
8
日
（
金
）
実
施
の
漢
字
検
定
に
向
け
て
の

漢
検
対
策
に
も
す
で
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

漢
検
の
勉
強
を
通
し
て
身
に
つ
け
た
漢
字
・
語
彙
力
は
国

語
だ
け
で
な
く
、
全
教
科
の
土
台
に
な
り
ま
す
。
語
彙
力
が

上
が
る
と
読
解
力
が
向
上
し
、
授
業
の
理
解
度
が
上
が
っ
た

り
、テ
ス
ト
の
問
題
文
の
内
容
が
理
解
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

普
段
の
勉
強
面
で
も
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。
入
試
で
漢
検
を

評
価
す
る
高
校
は
全
国
の
高
校
の
半
数
以
上
あ
る
の
で
す
！

■ 6 月 の 予 定 ■

中 3 生の入塾受付は 6 月末までです！

６期生の中島紳護君、『掃除を外注する
カルチャーを広めたい』と創業しまし
た。ラックリンをよろしく！です。

な
ど
試
験
や
テ
ス
ト
で
計
測
し
や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。
知

能
指
数(

IQ)

な
ど
も
認
知
能
力
に
含
ま
れ
ま
す
。

　

一
般
財
団
法
人
日
本
生
涯
学
習
総
合
研
究
所
に
よ
る
と
、

認
知
能
力
の
要
素
に
は
、
基
礎
学
力
・
基
礎
的
な
知
識
・
専

門
性
・
専
門
知
識
の
三
つ
が
あ
り
、
定
義
は
以
下
の
通
り
。

基
礎
学
力
は
、
す
べ
て
の
学
習
を
成
立
さ
せ
る
う
え
で
必
要

な
知
識
や
技
能(

読
み
書
き
・
計
算
な
ど)

基
礎
的
な
知
識
・
技
能
は
、
社
会
の
変
化
や
科
学
技
術
の
進

展
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
・
能
力　

専
門
性
・
専
門
知
識
は
、
前
記
二
つ
を
ベ
ー
ス
に
、
個
々
の

特
性
に
応
じ
た
知
識
と
経
験
で
す
。

　

一
方
で
、
非
認
知
能
力
は
計
測
し
に
く
い
も
の
ば
か
り
で

す
。
し
か
し
、
生
き
て
い
く
う
え
で
必
要
な
能
力
と
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
特
性
が
あ
り
ま
す
。

　

非
認
知
能
力
と
は
、
粘
り
強
さ
な
ど
忍
耐
力
に
関
わ
る
能

力
や
社
会
ス
キ
ル
、
自
己
肯
定
感
、
創
造
性
な
ど
で
、
粘
り

強
さ
や
忍
耐
力
、
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
力
の
こ
と
で
す
。

　

さ
ら
に
グ
リ
ッ
ト
と
い
う

ガ
ッ
ツ
＝
困
難
に
立
ち
向
か
う
度
胸

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
＝
苦
境
に
負
け
ず
に
立
ち
直
る
回
復
力

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
＝
目
標
を
立
て
て
取
り
組
む
自
発
性

テ
ナ
シ
テ
ィ
＝
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
粘
り
強
さ

が
困
難
に
お
い
て
も
、
怯
ま
ず
、
目
標
を
立
て
て
最
後
ま
で

や
り
遂
げ
る
能
力
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
で
も
最
も
注
目
さ
れ

て
い
る
能
力
で
す
。

　

次
に
、
社
会
的
ス
キ
ル(

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル)

社
会
に

は
あ
ら
ゆ
る
価
値
観
を
持
っ
た
人
が
い
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
、
お
互
い
の
気
持
ち
や
感
情
を
理
解
、
尊
重

し
、
相
手
の
様
子
を
見
な
が
ら
的
確
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
自
分

の
感
情
や
意
識
を
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
必

要
で
す
。

　

ま
た
、
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
動
か
し
、
や
り
遂
げ
る

た
め
に
は
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
力
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
も
大

切
な
ス
キ
ル
で
す
。

　

異
な
っ
た
環
境
や
立
場
に
あ
る
他
者
と
助
け
合
っ
た
り
、

譲
り
合
っ
た
り
す
る
協
調
性
も
、
同
じ
目
標
や
目
的
に
向

か
っ
て
何
か
を
達
成
す
る
の
に
必
要
不
可
欠
な
力
で
す
。

　

自
分
が
や
り
た
い
よ
う
に
や
る
の
で
は
な
く
、
他
者
と
歩

み
を
合
わ
せ
な
が
ら
物
事
を
進
め
る
た
め
に
も
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
・
・
・
と
！

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
教
育
現
場
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
よ
う
と
小
・
中
学
生
全
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
配
布
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
れ
は
単
に
学
習
環
境
が
変
化
す
る
だ
け
で
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
で
生
き
て
い
く
の
に
必
要
不
可
欠
な
非
認
知

能
力
育
成
に
は
ほ
と
ん
ど
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
社
会
で

は
Ｐ
Ｃ
が
メ
イ
ン
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
キ
ー
ボ
ー
ド
。
マ

ウ
ス
の
操
作
が
出
来
る
方
が
将
来
役
に
立
つ
の
で
す
。

　

格
差
社
会
が
広
が
る
自
分
の
将
来
の
た
め
に
は
、
認
知
能

力
と
非
認
知
能
力
の
両
方
を
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
日
常
の
生
活
の
中
で
、
元
気
に
あ
い
さ

つ
す
る
こ
と
や
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
積
極
的

な
姿
勢
で
取
り
組
む
こ
と
が
第
一
で
す
。

そ
れ
ら
を
し
っ
か
り
自
覚
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

４期生の内藤裕孝君は大学卒業後 JAF
に入社、今年１月に退社して保険の仕
事を始めました。毎月釧路に来ますよ。



　

　

　

｢9 割が教科書を読めていない ｣ 私立文系しか行けない子供たちの末路
文 系 の 仕 事 は ま す ま す 稼 げ な くな る ＜後 編＞

新井 紀子国立情報学研究所教授
 一般社団法人教育のための科学研究所代表理事・所長

NHK の朝ドラと大河ドラマを親子で見るといい
では、読解力を磨くために家庭ではどんなことをすればいいのか。
新井さんがまずすすめるのは、親が子供の教科書を読んでみることだ。

「親御さんは教科書ぐらいと思っているかもしれませんが、実はとても
高度なことが書かれています。算数や理科でいえば、歴史上に名を残す
天才たちが 400 年もの間に発見・発明したことが詰まっているわけです
から。一語一句、読み解かなければならないことが実感できると思いま
す」
教科書を読めば自分が子供のときにどこでつまずいたかを振り返ること
もできる。子供も同じところでつまずきやすいので、その部分の読解を
親子でやり直すのもいいだろう。

 
「テストが戻ってきたときには、点数にばかり注目せず、答え合わせを
学ぶ機会だとプラスに受け止めましょう。×がついた問題を自力で解き
直せるようならばうっかりミス。そうでない問題は、内容が定着してい
ないか、問題を読む力や考えをまとめる力が不足しているはずです。答
えを読んでなぜ自分は間違えたのかを考えたうえで、解き直させましょ
う。答えの丸写し、丸暗記では、学ぶ力はつきません。でも、自力で答
え合わせをする習慣がつけば安心です」
日常生活の工夫や心がけでも、読解力を磨くことはできる。特に語彙量
は家庭環境によるところが大きく、小学校入学時点で 3 〜 4 倍の差がつ
くこともあるそうだ。

「一番におすすめしたいのは、時代劇と朝の連続テレビ小説と大河ドラ
マを親子で見ることです。大事なのは親が本気でハマること。すると子
供も興味を持ちます。こういうドラマは日常では聞かない言葉や言い回
しが溢れ、自然と語彙が増える。幕府、内戦、寺子屋といった単語も実
感しながら覚えられますし、歴史観も身につきます」
そのほか、新井さんから挙がった日常生活の工夫や心がけが、次ページ
の一覧だ。どれも今日からできそうだ。
新井教授推奨「家でできる子供の読解力をアップする方法」
1）NHK の大河ドラマ、連続テレビ小説などを楽しむ
時代設定が現代ではないので語彙や知識が増える。
2）ラジオでニュースを聴く
テレビのように視覚情報が入らない分、言葉や数字に敏感になる。「耳
が鋭くなるので授業の聴き方も変わってくるでしょう」
3）おねだりはプレゼンの場に
親子の会話で説明させるのもいい。新井さんは子供が何か買ってほしい
と言ってきたら、納得できる理由を言うまで買い与えなかったそうだ。

「『なぜ買わないといけないの？』『みんな持っているという“みんな”
とは誰？』のようにプレゼンさせていました」
4）日常会話は単語で済ませない
　新井さんは子供が「コップ！」と言ってきたら、「牛乳を飲みたいか
らコップを取ってください」と文章で言うまで渡さないほど徹底してい
たそうだ。

PRESIDENT Online 2021/01/15

「 ８ 時 だ よ‼　昔 は 集 合　今 閉 店 」
　第一生命保険は 27 日、第 35 回サラリーマン川柳コンクール（通称・サ
ラ川）の人気ベスト 10 を発表した。新型コロナウイルス禍で時短営業を
強いられた飲食店の苦境を、大ヒットしたテレビ番組のタイトルとかけた
一句が 1 位に選ばれた。
　長引くコロナ禍の中、暮らしのちょっとした変化をユーモアを交えて詠
んだ作品が上位に並んだ。2 位に選ばれたのは「ウイルスも　上司の指示
も　変異する」。職場の「あるある」が多くの共感を集めた。
　もはや日常となっているマスク生活にまつわる作品も多数ランクインし
た。3 位に入ったのは「にこやかに　マスクの下で　『うっせぇわ！』」。動
画投稿サイトで話題となった曲「うっせぇわ」をテーマに、マスクで本心
を隠しながらストレスを発散する姿が浮かぶ。
　在宅勤務が増え、インターネットを使ったオンラインでの会議もすっか
り定着。「ズーム中　ペット参加で　盛り上がる」ことも珍しくない。一
方で、外出の機会が減り「巣ごもりで　M から L に　服反応」という新た
な危機も。コロナ禍で企業もいや応なく社内改革を迫られたが、「デジタ
ル化　しますと紙で　通知する」というトホホな現実もベスト10入りした。
　応募 6 万 2657 句から第一生命が選んだ優秀 100 句を対象に、全国約 6
万人のサラ川ファンが投票、上位 10 句を決めた。今回から入選者の性別
は非公表となった。

サラ川ファンに選ばれた 10 作品＝第一生命保険提供

中 3 生の入塾受付は 6 月末までです！


